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はじめに 
ThCr2Si2 型構造の 3d 遷移金属化合物は鉄系超伝導体の発見 1)以来精力的に研究が

行われている。Fig. 1 に示すように、これらの層状化合物は T=遷移金属イオンに

X= ニクトゲン、カルコゲンが四面体配位し、それらが稜共有して T2X2擬二次元面

を形成し、A 層と交互に積層している。T = Fe, Ni では超伝導が発現する一方で、

Co では面内に強磁性相互作用がはたらき磁気秩序を示す。例えば、ACo2Se2 (A = K, 
Rb, Cs)はいずれも Co モーメントが ab 面内で強磁性的にそろい、A = K, Rb では面

間も強磁性的にそろう強磁性体であり、A = Cs では面間に反強磁性相互作用がはた

らく反強磁性体である 2)。さらに ACo2P2 (A =アルカリ土類金属, 希土類金属)でも面

内に強磁性相互作用がはたらいており A = Ca では面内強磁性の A 型の反強磁性秩

序を示し 3)、A = Sr では基底状態では磁気秩序を示さないが、磁場の印加により強

磁性体となる遍歴電子メタ磁性転移を示す 4)。そして A = La では KCo2Se2 と同様に

強磁性磁気秩序を示す 5), 6)。 
今回我々はこれらの層状コバルト化合物の強磁性状態における磁気異方性について発表を行う。 

実験方法 
ACo2Se2 (A = K, Rb, Cs), KCo2(Se1-xSx)2, LaCo2P2 の単結晶の育成を行い、得られた単結晶に a 軸および c 軸方

向に磁場を印加し SQUID 磁束系による磁化測定を行った。 

実験結果 
 いずれの単結晶試料でも強磁性転移温度以下

では ab 面を容易軸とする強い磁気異方性が見ら

れた。LaCo2P2 では磁気困難軸の c 軸方向に磁場を

かけた場合、温度 2 K の状態では飽和させるのに

50 kOe 磁場を必要とした。さらに ACo2Se2 (A = K, 
Rb, Cs), KCo2(Se1-xSx)2 では異方性が強く、飽和させ

るにはさらに大きな磁場が必要である。これらの

強磁性金属としては大きな磁気異方性は、層状の

結晶構造や Co イオンのスピン-軌道相互作用に起

因していると考えられる。 
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Fig. 1 The crystal structure 
of  AT2X2. 
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Fig. 2 Magnetization curves of LaCo2P2. 
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